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南鳥島周辺における深海底レアアース泥の調査航海 (KR13-02)速報
Reports from KR13-02 cruise on spacial discribution of REY-rich mud on deep-sea floor
around Minami-Tori-Shima Island
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太平洋の深海底には，海嶺の熱水活動によって供給された鉄-マンガンが，酸化的な海水と触れることによって酸化さ
れて堆積した鉄-マンガン酸化物が存在する。この鉄-マンガンに富む深海底堆積物に高濃度のレアアースが含まれている
ことが 2011年 7月に報告された (Kato et al., Nature Geosci., 2011)。太平洋中央海嶺で生成した太平洋プレート上には，
同様のレアアースに富む堆積物が存在することが予測される。
我々は，日本の排他的経済水域内で唯一，太平洋プレート上にある南鳥島周辺を，本年 1月海洋研究開発機構の研究

船かいれいによって調査航海を行い (KR13-02)，サブボトムプロファイラーで堆積物と基盤岩の構造を観察すると共に，
ピストンコアラーによって海底泥を採取した。本発表では，今回の研究航海で得られた成果について報告する。
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